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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
　ヴィラ・キャザー(Wllla Sibert Cather)は、1873（1）年12月７日、ヴァージニア州北部の町ウ
ィンチェスター(Winchester)の西北10マイルほどに当たるバック・クリーク・ヴァリー(Back
Creek Valley)の旧家に生まれた。しかし、1883年４月彼女が９歳の時、一家はネブラスカ州ウェ
ブスター(Webster)郡にある開拓地に移住した。当時のネブラスカは、未だ未開の草原であり、
そこには厳しい風土のもとで、新天地の開拓に従事しているヨーロッパから来た移民達が住んでい
た。幼いキャザーの眼には･一－東部の“the restrictive social order”（2）から西部の“the open
pioneering life on the plains”（3）へと移住して来ただけにーネブラスカの辺境の自然とそこに生
きた開拓者達の姿は、生涯にわたって消えない「強烈な印象」と「感動」を与えたのである。
　キャザーの最初の大作であり、ホイットマンの詩からそのタイトルをとったＯ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!(1913)
は、有名なＭｉｌ Ａｎtｏｎｉａ(1918)とともに、そうした「感動」に繋がる思い出に根ざして、厳し
くも美しい辺境の大地とそこに生きたヒロイックな開拓者の姿を描いたものである。物語は、スウ
ェーデンからネブラスカの辺境(the Divide)に渡って来た移民の子、アレクサンドラ・ベルグ
ソン(Alexandra Bergson)が、若くして父を失いながらも、母と弟達を助けて未開の草原を豊か
な大地、“one of the richest farms on the Diｖide”（４）に変えて、大農場主になる迄の半生を主軸
に、末弟エミール(Emil)と隣家の人妻マリー・シャバタ(Marie Shabata)との悲恋、アレク
サンドラと幼馴染みのカール・リンストラム(Carl Linstram)との結婚を副軸として展開してい
る。Oj）ｉｏｎｅｅｒ＾！を書いた理由を、キャザーは次のように述べている。
　　l knew every　farm、every　tree、every field　in the　region around　my home and
　　they all called ｡out to me. My deepest feelings were rooted in this country because
　　one's strongest emotions and one's most　vivid mental pictures　are acquired　before
　　one is fifteen. l had searched for books telling　about the beauty of the country I
　　loved、its romance、the heroism　and strength　and courage of its people　that had
　　been plowed into the　very　furrows of its soil and l did not find them. And S0 1
　　wroｌｅＯ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!（５）
　ここには、二つの重要なことが述べられている。その一つ一つについて考えてみたい。
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(2)
　その一つは、“My deepest feelings were rooted in this country〔Webster county in Ｎｅ、
braska〕because one's strongest emotions and one's most vivid mental pictures are acquired
before one is fiteen.”という言葉にある。　この言葉は、最初に述べたキャザーの生い立ちと
彼女の次の言葉、“years from eight to fifteen are the formative period in a writer's life、
when he unconsciously　gathers basic material. He may　acquire ａ great many interesting
and vivid　impressions　in his　mature　years　but his　thematic　material　he acquires　under
fifteen years of age "(8jを重ね合わせて読む時、重要な意味を持ってくる。　すなわち、キャザー
の「テーマ素材」とは辺境と人間であり、「基本素材」とは彼女か９歳から16歳迄(1890年秋、彼
女はネブラスカ大学入学準備のため州都Lincoln市にある　Latin School に入学した）生活し、
彼女に「最も深い感動」と「最も鮮明な心象」を与えたネブラスカ州ウェブスター郡の辺境とそこ
に生きた人々、特にヨーロッパから渡って来た開拓移民達であったのである。
　しかし、“The drawing-room was considered　the proper setting for ａ novel、and the only
characters worth reading about were smart people or clever people.”（7’という当時把あって、
よりによってネブラスカの辺境とスウェーデンやノルウェーから来た移民達という素材などは、全
くのお笑い種であった。キャザーは、“My First Novels 〔There were Ｔｗｏ〕”の中で次のように
述べている。
　(1) As everyone knows, Nebraska is distinc!ly d6class6 as a literary background;
its very name throws the delicately atuned critic into ａ clammy shiver of embarrass-
ment･‥ａ New York critic voiced ａ very general opinion when he said: “I simply
don't care ａ damn what happens in Nebraska, no matter who writes about it.”(８)
　(2) At that time, 1912, the　Swede had　never appeared　on the　printed page in
this country ｅχcept in broadly　humorous sketches;　and　the humour　was based on
two peculiarities:　his　physical　strength, and　his inability　to pronounce the letter
“j.”(９)
　とは言え、結果的には、こうした素材を用いて成功しすこＯ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!はアメリカ小説史上に新
しい一ページを開くことになった。なぜなら、“The ‘novel 0f the soil' had not then come into
fashion in this country."(10)という時代背景の中で、辺境と移民開拓者といういかにもアメリカな
らではの素材は、｢新鮮な文学的発見｢“freshness of a literary d｣ＳＣＯｖｅrｙ”)(11)｣と呼ばれ、この
作品によってキャザーぱan indigenous American novelist”(12)としてアメリカ小説史上に登場し
てきたからである。
　Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒs!は、キャザーか彼女自身のものと呼ぶ上記の｢基本素材｣を用いた最初の作品であ
るが故に重要であると一般には考えられているか、しかしそれはネブラスカ大学のスロート名誉教
授か指摘しているように(13)、多くの人々がおかしてきた誤りである。なぜなら、1892年の学生時代
から1912年迄にキャザーの書いた短編のほとんど半分か、ネブラスカを舞台としているからであ
る。重要なことは、キャザーがネブラスカの辺境と移民開拓者という彼女自身の素材を認識し、評
価し、表現することによって初めて大作(:^　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!を書きあげ、作家としての地位と方向をは
っきりと固めたということである(14)。ここに、この作品が牛ヤザー文学に於いて占める重要性が
ある。
　この後、｢新大陸アメリカと旧大陸ヨーロッパ(文化)の結合-その結合における精神的、物
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質的な開拓の歴史｣(15)を描き続けてゆくことになるキャザーが、“This was the first time l
walked off on my own feet”(16)とがHere there was no arranging or‘inventing';　everything
was spontaneous and took its own place、 right or wrong”(17)と述べている言葉の中に一前年
(1912年)、“the European in America”(18)ではなく、むしろ“the American in Europe”(19)と言
える素材を用いてHenry James の影響の強い不満足な作品Ａｌｅエａｎｄｅｒ’　ｓＢｒｉｄｇｅを発表したキャ
ザーだけにｰまさに自分自身の素材を見出した彼女の喜びの声を聞くことか出来る(2o)。この作品
がSarah Orne Jewettに捧げられているのは、意味のあることである。というのは、ジュエット
は、ニュー・ヨークのＭｃＣＩｕｒｅ’ｓ　Ｍａｇａｚｉｎｅの編集者として日々忙殺されていたキャザーに、作
家になるためには兼業を止めて独立すべきことと、自分自身の素材を用いて作品を書くことを強く
助言したからである。参考までに、ジュエットがキャザーに語った言葉の幾つかを引用してみよ
つ。
　（1）“Ｉcannot help saying what l think about your writing and its being hindered
by such incessant, important, responsible　work　as you have　in your　hands now.
l do think that it is impossible for you　to　work －so　hard　and yet have your gifts
mature as they should―when one's first working　power　has　spent　itself, nothing
ever brings it back just the same.... If you don't keep and guard and mature your
force and, above all, have time and quiet to perfect your work. you will be writing
things not much better than you did five years ago.... Your vivid, exciting compan-
ionship in the office must not be your　audience, you　must　find your own　quiet
center of life and write from that to the world that holds offices, and all society...
in short, you must write to the human heart, the great consciousness that allhuman-
ity goes to make up. Otherwise what might be strength in a writer is only crude-
ness. and what might be Insight is only observation; sentiment fallsto sentimeりtality
―you can write about life, but　never life　itself. To work in　silence and with all
one's heart, that is the writer゛Slot;　he is the only artist who must be solitary, and
yet needs the widest outlook upon the world.”(21)
　（2）“You have your Nebraska life ‥‥”(22)
　（3）“Of course, one day you will write about your own country. In the meantime,
get all you can One must know the world so well before one can know the parishﾌﾞ'(23)
　（4）“The　thing　that teases　the mind　over and over　for years, and at last gets
itself put down rightly on paper―whether littleor great, it belongs to Literature.”（24）
　ジュエットの助言より数年後の1912年、キャザーはついに　ＭｃＣｌｕｒｅ’　ｓ Ｍａｇａｚｉｎｅを退職した。
そしてその年南西部への旅行の後に、「多年にわたってしつこく心を悩ませているもの」、すなわ
ちネブラスカの辺境と移民開拓者という彼女自身の素材を用いて、Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!という普遍的な作
品を生み出したのである。誠に、Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒs!の素材について語る時、その存在を肯定的に捉えよ
うとまた否定的に捉えようと、ジュエットを抜きにしては語れないのである。(25)
　次に、牛ヤザー文学に於いて上記の素材かどのように展開しでいったかという問題について考え
てみたい。すでに見たように、ネブラスカの辺境とヨーロッパから来た移民開拓者こそ狭い意味で
のキャザーの「基本素材」ではあったが、この素材は結果的には相反する二つの面を持つ運命にあ
った。すなわち、キャザーかそれを肯定的に捉えるか、否定的に捉えるかということである。一般
的に言って、彼女の前期の作品では辺境と人間･（開拓者）が明るく感動をこめて描かれているが、
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1922年以降の中期の作品からは暗く否定的に描かれている（2､６）。そして、このことは、キャザーの素
材を考えてみれば、当然彼女の行きつく先であったと言えよう。なぜなら、彼女の素材とは、つま
るところ９歳から16歳迄という少女期に自らの感動体験を通して心に焼きつけられた心象であり、
心象であるが故に時間と空間を越えて何時迄も変わらないものである、それだからこそこうした不
変の美しい心象が第一次世界大戦以後すべてのものが激しく移り変わってゆく20年代にかけて諸行
無常の醜い現実とぶつかって破れ去る時、そこに大きな失望と幻滅、態度や価値感の変化か生じて
くるのは当然のことと言えるからである。
　ただ、ここで注意しなければならないのは、辺境と人間というキャザーの「テーマ素材」は、最
初Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!(1913)やＭンＡｎｌｏｎｉａ(1918)で肯定され賛歌されながら、やがてＯｎｅ ｏｆＯｗｒs
(1922)やＡ Ｌｏｓt　ｈａｄｙ(1923)に於いて暗く否定的に見られる運命にあったにせよ、しかしそれ
はＤｅａtｈ Ｃｏｍｅｓかｒ　tｈｅＡｒchbi％ｈｏｐ(1927)やＳｈａｄｏｔｉ） ０７１tｈｅＲｏｃｆｅ(1930に至って時と場所
を変え、形を変えた間接的素材（これらの素材は彼女の直接体験に基づく回想のフィルターを通し
たものではない）として再び肯定的に取り扱われてくるということである。だから、辺境と人間こ
そ実にキャザーの生涯にわたる「テーマ素材」であったと言えるのである。
　ともあれ、Ｏ Ｐｉｏれｅｅｒｓ!はまさに彼女の前期の作品に属じ、辺境の大地とその開拓に生きた人間
を称えた作品である。しかしまた、“By the time she ｗrｏ犯Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ八n1913、 however、the
elegiac tone included Nebraska､ as in the poem she wrote to be an epigraph for the novel.”<27)
という言葉から窺えるように、この作品の若干の人物（例えば、アレクサンドラの弟ルウやオス
カーとかシャバタ夫婦）の中にすでに、後のキャザーの作品に出てくる否定的なプロトタイプの幾
つかを垣間見ることも出来る。私は前にＯ Ｐｉｏｎｅｅｒs!の持つ重要性は、キャザーが彼女自身のも
のである素材を用いて作家としての地位と方向を確立した点にあると述べたが、それとともに忘れ
てはならない重要なことは、これ以後キャザーか辺境と人間という素材を肯定的に扱うにせよ、ま
た否定的に扱うにせよ、キャザー文学の背景をなす主要なテーマ（例えば、辺境という空間的環境
とそこに生きた人間の生き方、あるいはまた夫婦という入閣関係に対する見方）が、すでにこの作
品の中に描かれているということである。つまり、キャザーの追求してゆくテーマが、大なり小な
りこの作品を中心として展開していると言える。
　以上、私ぱstrongest emotions"どmost vivid mental pictures"というキャザーの言葉か
らＯ Ｐｉｏｎｅｅｒs!という作品を中心として、牛ヤザー文学に於ける索材とその展開について考察し
てきた。では次に、キャザーの言葉の中で二つ目の重要なものについて考えてみよう。
（ろ）
　キャザーはＯ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!という作品の中で、ネブラスカの辺境と開拓者という素材を用いて一
体何を描こうとしたのであろうか。　この点についで考えてみたい。１章の最初で引用したくなぜ
Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!を書いたか〉というキャザーの文章の中で二つ目の重要なものは、“the beauty of
the country l loved、 its romance、 the heroism　and strength and courage　of its people that
had been plowed into the very furrows of its soil" という言葉である。　端的に言えば、キャザ
ーは新大陸の国づくりの時期を背景とするこの作品の中で、「愛する国の美しさとそのロマンス」
と「開拓者達のヒロイズムと勇気と力」を描きたかったのであ右。 “From Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒs!t０７加
Ｐｒｏｆｅｓｓｏｒ’ｓＨｏｕｓｅ、MissCather's novels portray the results of the pioneer's　defeat、 both in
the thwarted pettiness to which he is condemned by his material failures and in the callous
insensitivity produced by his material success.”(28)というトリリングの指摘に一面では肯くこ
とか出来るとしても、実際、作品に照らして考える時、。この意見は正鵠を突いているとは言いかた
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い。なぜなら、Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒs!を書いた牛ヤザーの意図は単に結果としての開拓者の成功や敗北を描
くことにあったのではなくて、|日大陸ヨーロッパから来た移民達、英雄的な開拓女性達が様々の犠
牲を払いながらも未開の辺境を豊かな大地に変えてゆく過程の中で示した「ヒロイズムと勇気と
力」を称えることにあったからである。
　ヒロインのアレクサンドラはネブラスカの、いな新大陸アメリカの厳しい辺境の大地に挑み、そ
の開拓を成し遂げた開拓者達、特に“heroic pioneer women”(29)の象徴であり、Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｉ･ｓ!は
そうしたアメリカの国づくりに参加した逞しい開拓者をうたった叙事詩と言える。　それは、Willa
Ｃａtheｒ’ｓｊＴｎａｇｉｎａtｉｏｎを書いた優れた批評家ストークの次の言葉からも明らかである。
　　The focus　in epic rests　on the figure　of the strong ･man or woman who defends
the people　and　their values　against forces which　threaten chaos....　The struggle
in which he is engaged serves finally only to heighten our admiration for his strength
and moral virtue.
　In writing about the settling of the Midwest ｉｎＯ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!Willa Cather chose her
subject, as Melville had earlier, from the classical matter for American　epic―the
struggle of man　against nature.... her〔Cather〕focus　is　on　the　struggle of the
earliest pioneer settlers of the prairie and on the embodiment of their most heroic
gestures in the stalwart figure of ＡｌｅχandraＢｅrgSon.（３ｏ）
　07）ｉｏｎｅｅｎ!がアメリカの叙事詩であればこそ、アレクサンドラの成し遂げた英雄的事業ととも
に彼女の払った犠牲、被った悲劇的局面もまた描かれているのである。アガメムノン、オイディー
プス、ベクター、アキレウス等ギリシアの英雄達の中で悲劇的局面と無関係であったものか居るで
あろうか。英雄と悲劇の結びつきは、Hi･?とＯｄ-ｙｓｓりという二大叙事詩を見ても明らかである。
　「如何なる勇者といえども人の子として生まれた者の力の限界と世のはかなさを知っている。これ
がただ強いばかりの英雄を作らず強さと哀れか相接する」(31)というギリシ了の英雄についての言葉
は、ヒロイックに生きたアレクサンドラにも当てはまるものと言えよう(32)。Ｏ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!はまたア
レクサンドラの「強さ」と「哀れ」を描いた作品とも言える。アレクサンドラの逞しい辺境の開拓
が彼女の「強さ」であるとするなら、そのために彼女の払った犠牲の大きさ、被った悲劇的局面は
　「哀れ」と言えるであろう。
　　「哀れ」かおるからこそアレクサンドラの「強さ」は深みと輝きを与えられ、「哀れ」にもかか
わらず彼女の示した「ヒロイズムと勇気と力」は、時と場所を越えて普遍的感動を読者に与えるの
である。 “The pioneer、 as seen by a sophisticated intelligence like Miss Cather's、 stands in
double jeopardy:　he faces both the danger of failure and the danger of success.”(33)という
トリリングの指摘か、たとえ一面鋭いものであるとしても、私はむしろ“In Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!　the
image of Alexandra Bergson taking up the heroic task of cultivating the stubborn soil is at
the center of our response to the novel”(3<t)というストークの言葉に耳を傾けたい。　というの
は、キャザーの人生観ぱTo have cared intensely about anything、 even if one has not gained
it、is to have lived not altogether in vain”(35)という言葉に見られるように、〈結果〉より
も努力する〈過程〉を重んじたからである。だから、私ぱsuccess is never so interesting as
struggle”(36)というキャザーの言葉に従って、この作品を「成功」あるいはまた「敗北」の物語と
してではなく、「闘い」、「努力」の物語として、「辺境の美しさとそのロマンス」と「開拓者達
のヒロイズムと勇気と力」を称える物語として考えたい(37)。
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　　　　　　　　　（４）
　キャザーの作品を考える時、“Willa Cather's books are studded with classical references and
allusions”(38)というウッドレスの言葉は重要な示唆を与えてくれる。キャザーは少女時代よりネブ
ラスカ大学学生時代を通じて培われた古典語、古典文学についての豊かな素養を持ち（39）、加えて
“‘I shall be the first、if l live、 to bring the Muse into my countryグ（４ｏ）というヴァージル
と同様の願いを持っていた。こうした要素か彼女の作品の背景にあるとするなら、Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!を
ギリシア、ローマの古典神話（文学）との比較の中で考察してみることは興味深い結果を得られる
のではなかろうか。
　Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒs!は大きく言って、土つの物語から構成されている６－･つは大地の女神デメテルにた
とえられるアレクサンドラ・ベルグソンの物語であり、後の一つはピュラモスとティスベを連想さ
せるエミールとマリーの悲恋物語である。後者は後から書かれたものであIるか、これをすでに書い
ていたアレクサンドラの物語と結びつけてＯ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!という一冊の本にすることを思いたったの
は、“ａ sudden inner explosion and enlightenment”(41)によるものであったことをサージェント
は紹介している。そして後にキャザーは、この二つの物語を結びつけたことを“the most foolish
endeavor imaginable”(42)として嘆いたと言われている（も’つとも、これを紹介するサージェント
自身がthe only flaw Ｉ could find in Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!wasth t it had no sharp skeleton”（43）とい
う否定的評価をしていたことを考慮に入れておく必要かあろう。）しかし、ウッドレスはこの二つの
物語を“two chemicals that produced ａ powerful reaction”(44)にたとえ、結果ぱａ new com-
pound combining both stories: the novel ０ Ｐｆ。､zＥ。?”（45）と｡全く逆の評価をしているのである。
　本稿の目的は、一見関係かあるようには見えないこれら「デメテルの物語」と「ピュラモスとテ
ィスベの物語」が作品の中でどのように結びつき、またどういう意味を持つのかということを明ら
かにする中で(46)、アレクサンドラと大地の関係を三段階に分けて〈生〉と〈死〉の観点から考察
することにある。
　最初に、「アレクサンドラの辺境開拓物語」を彼女によってその姿を変えてゆく大地に焦点を当
てながら考えてみたい。　なぜなら、“it is in the soil that she expresses herself best.”（84）と述
べられているように、アレクサンドラの人生の過程は姿を変えゆく辺境の大地にこそ最もよく表現
されているからである。
（５）
　物語ぱthirty years ago”（3）という回想の形をとって、キャザー一家がネブラスカヘ移住した
1883年、吹雪の吹き荒れる１月から始まっている。
　　One January day, thirty years　ago, the　littletown　of Hanover, anchored on ａ
windy Nebraska tableland, was trying not to be blown away. A mist of fine snow-
flakes was curling and eddying about the cluster　of low drab buildings huddled on
the gray prairie, under a gray sky. The dwelling-houses were set about haphazard
on the tough prairie sod;　some of them looked as if they had been moved in over-
night, and others　as if　they　were　straying off by themselves, headed straight for
the open plain. None of them had any appearance of permanence, and the howling
wind blew under them as well as over them. （3）
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　“man's strongest antagonist is the cold.”(47)と言われた開拓時代に於いて、この小説が大寒の
１月から始まっているのは一最後が10月で終っているのとともに一一極めて象徴的である。10月
は生命の実りの季節であるが、１月は地表のすべてが白い経帷子に覆い包まれる死の季節と言え
る。ギリシア神話はハデスという見事な象徴を用いて、大地か全く相反する二面性を持っているこ
とを示している。彼は冥界の王としての<死〉の姿を持ちながら、また種子を抱いて生命を与える
ペルセポネの夫としての<生〉の姿をも持っているのである(48)。
　開拓初期の厳しい大地ぱthe country was never meant for men t0 live ｉｎ”(抑という言葉に
見られるように、前者、<死〉のイメージで覆い尽くされている。アレクサンドラの父、ジョン・
ベルグソン氏は妻と４人の子供を残して、46歳の若さで灰色の草原の中の低い丸太小屋で死を迎え
ようとしている。スウェーデンから移住してきて以来11年の長きにわたる苦闘にもかかわらず、大
地が彼に許したことは｢ほんの僅かの痕跡〔“but little impression"〕帥｣を残すことだけであっ
た。それほど開拓者が征服しようとしている大地は、人間にとって強大であり、無慈悲であり、
“ugly moods”叫を持つものであったのである。
　“its own fierce strength、 its peculiar、 savage kind of beauty、 its uninterrupted mournful-
ness”叫と形容される未開の大地は、“lt〔the wild land〕was like ａ horse that no one knows
how to break to harness、that runs wild and kicks things to pieces."(22》という描写に明らか
なように、ギリシア神話の天馬ペガソスにたとえることが出来る。ペガソスは英雄ペルセウスの退
治したゴルゴンのメドゥサの血より生まれたと言われているか、メドゥサは自分を見るものすべて
を冷たい石に変えて、死者の国へと送り込んだのである。ペガソスはまさにこの恐ろしいメドゥサ
から生まれたものに相応しく、自分を馴らそうとする入間を蹴り殺して、地下のハデスの国へと送
り込む暴れ馬であった(49)。この期に於ける人間と大地の関係は、次のように述べられている。
The homesteads were few and　far apart; here and there　a windmill　gaunt against
the sky, ａ sod house crouching in ａ hollow But the great fact was the land itself,
which seemed to overwhelm the littlebeginnings of human society that struggled in
its sombre wastes. It was from facing this vast hardness that the boy's mouth had
become so bitter; because he felt that men were too weak to make any mark here,
that the land wanted to be let alone, to preserve its own fierce strength, its peculiar,
savage kind of beauty, its uninterrupted mournf ulness.く14
　人間に敵意を抱き、人間を撥ねつけ圧倒し、自らの自由を楽しもうとする大地の前では、人間は
あまりにも弱く無力な存在であった。それ故、多くの人間が苦闘の内に失望して死んでいったので
ある〔“so many men broke their hearts and died"(78)〕。
　以上、大地の第一段階は、<死〉の段階と言える。 “Its〔the wild land〕Genius was unfriendly
to man.”匈という大地の精は、冥界の王ハデスのごとく生者か自分の領地に入ってくるのを容
易には許さなかったのである。次に、大地の第二段階について考えてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。(６)
　私は先に辺境の大地かペガソスにたとえられることを指摘したが、ペガソスは５章で述べた｢地
下の闇の世界と切り離せぬ｣(50)魔性を持ちなから、また｢英雄に超人的手柄をあげさせ不滅の名声
を獲得｣(51)させるという二面的な存在であったことに注意したい。ペガソスを馴らし乗りこなして
怪獣キマイラを退治するという偉業を成すには、ベレロボンという英雄が必要であったが、それと
　78　　　　　　　　高知大学学術研究報告　第31巻　ム哀狸§Ｌ
同様に暴れ馬にたとえられる大地を馴らしその開拓を成し遂げるためには、アレクサンドラのよう
な非凡な人間が必要であったのである。では一体、彼女はどういう人間であったのか、つまり、大
地の姿を<死〉から<生〉へと変えてゆくために、開拓者としてのアレクサンドラか持っていた特
質とは何であったか。順を追って具体的に見てみよう。
　最初に、ベルグソソ氏が第一世代の開拓者として新大陸に移住してきた時はすでに35歳であった
が、アレクサンドラは８歳位の少女であったということに注意しない。この年令は新大陸の辺境の
地がいかに想像を絶する未知のものであろうと、“young and adaptable enough to take them 〔the
open spaces of the American west〕"(52)と言える。アレクサンドラか８歳位で新大陸に移住して
きたということは、本稿の２章の最初で言及したキャザーの言葉と重ね合わせて読む時、重要な意
味を持ってくる。すなわち、アレクサンドラはヨーロッパの遺産を心の内に持ちなから、新大陸を
古里として、彼女の「最も深い感情か根を降ろしている」国として見ることが出来たのである。こ
のことは、新大陸が開拓者に求めた第一義的な必要条件であったと言えよう（事実、Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒｓ!
でもＭｙ ＡｎtO7iｘａでも第一世代の父親か苦闘の内に志なかばで死んで、第二世代の娘が成功する
というパターンで貫かれている）。ディシーズも次のように述べている。
the new world will not　respond fｕ】lyto those who come to it in order to get back
what they lost elsewhere, but only to those　who see　it for what　it is　and meet it
in its own tｅrmS.(53)
　　次に、アレクサンドラが開拓者として優れていた第二の特質について考えてみよう。それは、
　“body”のみならず“mind”に於ける彼女の強さである。“紬S〔Emil〕sister was ａ tall、strong
ヽgirl”（6）という言葉が示すように、アレクサンドラは「背の高い、逞しい」女性であった。“some-
　thing strong and young and wild" ㈲という大地を開拓するためには、まず何よりも<逞しさ〉
　と<若さ〉が必要であったのは言うまでもないが、しかしそれらだけでは十分でないのは、俗物の
　弟達ルウやオスカーを見れば明らかである。オスカー達ぱhe〔Oscar〕was as indolent of ??
　as he was unsparing of his 加辱｡”(italics mine) (55)と言われているように、“body”には恵
　まれていても、“mind”には優れてはいなかった。　しかし一方アレクサンドラは、“she walked
　rapidly and resolutely、 as if she knew exactly where she was going and what she was going
　to do nextﾌﾞ･ (6)･あるいはまだShe stabbed him with a･ glance of Amazonian fierceness and
　drew in her lower lip―most unnecessary severity." (8)という言葉から理解出来るように、“the
　strength of will、and the simple direct way of thinking things oｕt”皺どresourcefulness and
　good judgment” 圀とを持っだintelligent" (23)な人間であったのである。
　　アレクサンドラの第三の特質について考えてみよう。　キャザーぱＡ pioneer should have
　imagination、should be able to enjoy the idea of things more than the things themselves.”㈲と
　述べているが、アレクサンドラぱ‘We must have faith in the high land、 Emil I want to hold
　on harder than ever、 and when you're ａ man you'l! thank me."'(G4)という言葉に示されてい
　るように、厳しい辺境の大地という「物そのもの」の中に未来の豊かな田園という「観念」を享受
　出来る眼、「想像力」を豊かに持っていた。だからこそ、‥ｗｅ ought to hold on as long as we
　can' "(59)という求心的な言葉のみならず、開拓に見切りをつけた人々が手放してゆく土地に対し
　て、“‘raise every dollar we Ｃａｎ、and buy every acre we can' ”闘という遠心的な言葉を述べ
　て、いやがる弟達を説得することか出来たのである。　これらのことに加えて、彼女は父からは
　“land、in itself、is desirable” 剛という旧世界の大地に対する信頼を、母からは旧世界の生活様
　式と家庭秩序を学び受けついでいた（５４）ということも忘れてはならないであろう。
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　以上見てきたように、アレクサンドラは大地に対する信頼と旧世界の遺産を持ち、体力、知力、
判断力、意志力に優れた若くて強い女性と言うことか出来よう。アレクサンドラかこういう女性で
あるからこそ、彼女を迎えて初めて大地は閤から光へとその力の方向を変えるのである。両者の和
合の場合は、次の文章に感動を込めて描かれている。
　When the road began to climb the firstlong swells of the Divide, Alexandra hummed
an old Swedish hymn, and　Emil　wondered　why his　sister looked　so happy. Her
face was so radiant that he felt shy about asking her. For the first time, perhaps,
since that land emerged from the waters　of geologic ages, ａ　human　face　was　set
toward it with love and　yearning. It　seemed　beautiful to　her, rich and　strong
and glorious. Her eyes drank in the breadth　of it, until　her　tears　blinded　her.
Then the Genius of the Divide, the great, free spirit which breathes across it, must
have bent lower than it ever bent to ａ human will before. The history of every
country begins in the heart of ａ man or ａ woman. (65)
　すでに見たように、キャザーは開拓者には｡「想像力」が、面前の「物そのもの」の中に「物につ
いての観念」を享受する力が、重要であることを強調している。しかし、「想像力」は開拓者の必
要条件ではあっても、十分条件とはなりえないことはベルグソン氏の例を見ても明らかである。ラ
ンドールも“Ａ pioneer must have both imagination and strength.”C55)と指摘しているか、「想
像力」に加えて「強さ」が、「観念」を現実の物そのものとしてゆく力（ランドールはこの「強さ」
を肉体的な「強さ」としか解釈していない）が、開拓者たるべき重要な条件と言えるのである。
　ディシーズはアレクサンドラを評して、“determined and far-seeing”(56)と簡潔に述べている
が、彼女は開拓者たるに相応しく体力、知力、意志力は言うに及ばず、上に述べた「想像力」と
　「強さ」とを兼ね備えた人間であった。こういう人間であればこそ、ベルグソン氏は残してゆく家
族と大地の未来を息子ではなく娘の彼女に託して死んだのであり、またそれ迄“the encroaching
plowshare”･㈲には徹底的に抵抗してきた大地の精も、その歴史に於いて初めて「愛と憧憬」に満ち
たアレクサンドラの「意志」の前に深く頭をたれるのである。ここに、アレクサンドラと大地の和合
が、ベレロポンとペガソスのイメージではっきりと示されている。 “the hard times that brought
every one on the Divide to the brink of despair; three years of drouth and ､failure”(47)を体
験しながらも、すでに見たように、アレクサンドラは豊かな想像力を通して辺境の大地を“It
seemed beautiful to ｈｅr、rich and strong and glorious.”(65)と思った。やがて、これら大地の
持つ美と豊饒と力と光は、アレクサンドラと大地の和合ならびに彼女の「強さ」を通して、想像
　（「観念」）の世界(seemed)から現実のもの（Iし゛s beautiful to ｈｅr、rich and strong and glo-
rious.)となって示される。次の文章を見てみよう。
Could　he〔John　Bergson] rise　from　beneath it, he would not　know the country
under which he has　been　asleep. The　shaggy　coat of　the　prairie,which　they
lifted to make him ａ bed, has vanished forever. From the　Norwegian graveyard
one looks out over ａ vast checker-board, marked offin squares of wheat and corn;
light　and　dark, dark and light 　TheriC!Isoil yields heavy harvests;　the dry,
bracing climate and the smoothness of the land make labor easy for men and beasts
There are few scenes more gratifying than a spring plowing in that country, where
the furrows of a single　fieldoften lieａ mile in length, and the brown earth, with
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　　such a strong、clean smell、and such ａ power of、growth and fertilityin it、 yields
　　itself　eagerly　to　the　plow;　rolls away　from　the　shear、not　even　dimming　the
　　brightness　of the metal、 with　a soft、deep sigh of　happiness. The wheat-cutting
　　sometimes goes on all night as　well　as　all daｙ、and　in　good　seasons　there　are
　　scarcely　men　and　horses　enough to do　the　harvesting. The　grain　is　so　heavy
　　that it bends toward the blade and cuts like velvet. (75-76)
　これは作品の冒頭に描かれている情景とくらべると、何という違いなのであろうか。ベルグソン
氏の死後16年経った時、昔吹雪の中で<死〉のイメージで覆い包まれていた灰色の大地は、ついに
穏やかな秋の日を浴びて豊かな実りを産み出す<生〉のイメージヘと180度その姿を変えたのであ
る。ペガソスにたとえられた大地の“its peculiar、 savage kind of beauty”叫は、“light and dark、
dark and light" t75)という人工的な秩序の美に変質していること､も見落としてはならないであろ
う。それだからこそ、16年ぷりにアレクサンドラを訪れたカールか、この一変した大地を目の当た
りにした時、“‘What ａ wonderful place you have made of this、 Alexandra.' "(107)と賛嘆の
声をあげたのである。大地は冥界の王という<死〉のイメージから、穀物の種子に生命を与えて豊
かな実りを産み出すというペルセポネの夫としての〈生〉のイメージヘと一変したのである。
　以上、大地の第二段階は、<生〉の段階と言える。次に、第三段階の大地について考える前に、
この偉業を成し遂げたアレクサンドラの人生は、果たしてどうであったかという点について考えて
みたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７）　し
　未開の荒野を豊かな田園に変えるというアレクサンドラの英雄的事業は、ついに成し遂げられ
た。このことは開拓者アレクサンドラの「強さ」を示すものであるか、しかし彼女の人生は「強さ」
のみの人生であったか。英雄の人生が「強さ」の反面「哀れ」を伴うことは、ギリシア古典を見て
も明らかである。
　アレクサンドラの人生について考える時、見落としてはならない重要なことは、彼女か〈女〉と
してではな＜〈開拓者〉として生きた、いやそう生きざるをえなかったということである。　ここ
に、彼女の払った犠牲があり、悲劇に繋がる要素がある。
　　「エミールとマリーの物語」は、アレクサンドラの末弟エミールと隣家の人妻マリー・シャバタ
との禁じられた恋と、夫フランクによる白い桑の木の下での二人の射殺を描いたものであり、一見
　「アレクサンドラの物語」とは何の関係もないように見える。しか､し、この物語もまたア･レクサン
　ドラについて語っているのである。　ただ、前者と後者ではヒロインについての“emphasis”が
“shift”しているに過ぎないのだ。　だから、“Whatever exists、exists for her sake: and this
includes the Emil-Marie story、even though its form creates an illusion of separate exist-
ence.”（57）と指摘するカーバーの意見は、作品に即した具体的分析には欠けるが、誠に当を得たも
のと言えよう。「アレクサンドラの辺境開拓物語」か開拓者としての彼女の「強さ」を描いている
とするなら、「エミールとマリーの物語」は一人の女としての彼女の「哀れ」を描いていると言っ
てよいだろう。まず、「エミ一一ルとマリーの物語」を具体的に見てみよう。
　　「エミールとマリーの物語」
　エミールはアレクサンドラの末弟であり、ネブラスガ大学出身のイ｡ンテリである。彼は姉と同様
ヨーロッパの遺産を持ち、“body”のみならず“mind”に於いても秀でた青年である。彼について
は次のように述べられている。
　Willa Cather とＯ Ｐｉｏｎｅｅｒｓ！ について　　（桝田）
-一一　　　-
81
　　　（1）“on the outside Emil is just like an American ｂｏy､―he graduated from the State
　　University in June、 you know､―but underneath he is more Swedish than any of
　　ｕS.”(117)
　　　(2) He was a splendid figure of ａ ｂｏy、 tall and　straight as ａ young pine tree、
　　with ａ handsome head、 and stormy gray eyes、 deeply set under ａ serious brow. 冊
“She had always believed in him、 as she had believed in the land.”（239）という言葉にある
ように、アレクサンドラは大地と同様エミールの未来を信じ、彼を生き甲斐として働いてきた。そ
して彼は姉の期待通夕、俗物の兄ルウやオスカー達とは異なり「鋤に縛られることなく、土から離
れた個性」を持った入間、辺境の外側で新しい世界を開拓してゆくことの出来る人間となった。そ
れについては次のように述べられている。
　　both Emil and the country　had become　what she had　hoped. Out of her father's
　　children there was one who was fit to cope with the world、 who had not been tied
　　to the plow、 and who had a personality apart from the soil. And that、she reflected、
　　was what she had worked for. She felt well satisfied with her life. (213)
　しかし、エミールぱThe 01d wild country、 the struggle in which　his sister was destined
to succeed while so many men broke their hearts and died、 he can scarcely remember.”(78)
という言葉から理解されるように、「遅れてきた世代」に属していた。彼が青年になった時、アレ
クサンドラ達か青春を捧げた辺境の開拓はすでに終了していた。比ミールは遅れてきた世代である
が故に、おいそれと現実に情熱の対象を見つけることが出来なかったのであるが、そのことは次の
文章の中にはっきりと読み取ることが出来よう。
　　　（1）“Sometimes ‘l don't　want　to　do　anything　at　an、 and　sometimes l want to
　　pull the four corners of the Divide together､”―he threw out his arm and brought
　　it back with a jerk､－“S0、like a table-cloth. I get tired of seeing men and horses
　　going up and down、 up and down.”(155-156)
　　　(2) His ideas about the　future would not crystallize;　the　more he tried to think
　　about it、 the vaguer his conception of it became. (235)
　そのためかどうか、エミールはこともあろうに隣家の美しい人妻マリーに自己の情熱の対象を見
出したのである。「遅れてきた青年である彼は、それ以上の対象をこの世で見出せなかったのかも
しれません」（５８）。マリーは夫のフランクと駆け落ちまでしながら、今は不幸な結婚生活に苦しんで
いる。キャザーは夫婦という人間関係について生涯ネガティヴな見方を持ち続けたか、Ａｌｅｘａれｄｅ７゛Ｓ
　　　　　　　/Ｂ７･ｉｄｇｅ、Ｍｙ Ａｎtｏｎｉａ、Ｏｎｅ ｏｆ Ｏｕｒｓ、Ａ Ｌｏst Ｌα勾、Ｔｈｅ Ｐｒｏｆｅsｓｏｒ’ｓＨｏｕｓｅ、Ｍｊｉ Ｍｏｒtａｌ Ｅｎｅｍｙ、
Ｓａｂｂｈｉｒａａｎｄ tｈｅ ＳｉａｔieGiｒl等の作品に出てくる夫婦同様、ここにもその一例を見ることが出来
よう。
　現実の中で悶え苦しむ知的な青年と不幸な結婚生活に涙を流す美しい人妻。二人の禁じられた恋
は、激しくも秘めやかに燃えあがってゆく。そして最後に二人は月光を浴びて白い桑の木の下で密
会している(39)ところを、フランクによって殺される。　恋人達の死の場面は、次のように描かれて
いる。
　　The　story　of what had　happened was　written　plainly on the orchard　grass、and
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on the white mulberries that　had fallenin the　night and　were covered　with dark
stain. (268)
　キャザーかこの“The White Mulberry Tree”と題する二人の恋人達の物語を、ギリシア神話
の「ピュラモスとティスベの物語」から借りてきていることは、誰の眼にも明らかなことである。
この物語はそれ自体、「アレクサンドラの辺境開拓物語」とは全く相入れない性質のものに見え
る。しかしこの物語の中にこそ、開拓者として生きたアレクサンドラの「強さ」故に、その裏で彼
女の被った「哀れ」を浮き彫りにしているのである。具体的に見てみよう。
　まず第一に、それは恋に生き恋に死んだマリーというアレグサンドラとは全く対照的な生き方を
した女性との比較の中で示されよう。全く対照的な二人の生き方の違いは、眼の描写の中で象徴的
に示されている。眼や手を通して登場人物を象徴的に語ることは、キャザーのよく用いる手法であ
る。アレクサンドラぱclear、deliberate eyes” C175)に見られるように、「物そのもの」よりも
　「物についての観念」を享受出来る女性であった。　しかし、マリーは「火花」に象徴される眼
〔“Sometimes they seemed like the sparks from ａ forge.”(136)〕のように、「物そのもの」を
今享受しようとする女であった。アレクサンドラか未来のために女としての今を犠牲にすることの
出来るタイプとするなら、マリーは「火花」のごとく今の刹那にこそ女であることに忠実に生きる
タイプと言える。だから、“'I'm sure ｌ don't want t0 live to be more than thirty' ”(153-154)
とエミールに語るマリーの言葉は、「火花」の女たる彼女の特質をよく示していると言えよう。
　マリーはアレクサンドラ同様、内に激しい情熱を秘めた女性ではあったが、しかし彼女の情熱の
向かうところはアレクサンドラとは全く違っていた。アレクサンドラは未来の田園を夢見てその情
熱のすべてを辺境の大地に捧げたのに対して、マリーは今の刹那に生きる女に相応しく異性に向け
たのである。 “She seemed so easily excited、to kindle with a fierce little flame if one but
breathed upon her.”(136)と述べられているように、マリーは恋の炎に燃えやすい女であった。
マリーは今の刹那に生きる女であればこそ、18歳の若さで修道院から逃げて駆け落ちしたのであ
る。これは開拓地を去るカールにあふれる涙を拭いながら、‘白I can't help feeling scared when
l think how l will miss you―more than you will ever know.'”闘と心情を吐露しながら’も、そ
のまま彼を見送りそれ以後16年以上も孤独に耐えたアレクサンドラとくらべる時、何という違いな
のであろうか。マリーは短い生命を恋に生き恋に死んだ。　しかも“ineffable conte?' (269)の表
情すら浮かべて！　しかし、アレクサンドラぱserious times" （205）に成長して父にも死なれ、
まず何よりも辺境の大地を開拓しなければならなかった故に｡、とても恋どころではなかったのであ
る。
　アレクサンドラは女であることを殺して生きたが故に、青春を犠牲にした上記の開拓期は勿論の
こと、それが終了してもまだ女としての幸せを得ることは出来なかった。 16年ぶりにアレクサンド
ラを訪ねたカールは豊かに姿を変えた大地を目の当たりにして、それを成し遂げたアレクサンドラ
に“‘How fine you ａrｅ!'" (106)と称賛の声をあげた。　しかしそのカールも、やがてｰ“‘ｌ
have needed you for ａ great many years.' " (182)というアレクサンドラの訴えにもかかわら
ずｰ“‘What ａ hopeless position you are ｉｎ、Ａｌｅχandra .... It is your fate to be always
surrounded by litlle men.'”（181）という言葉を残して去ってゆく。姉の財産を狙うルウやオス
カーが、カールか財産目当てに40女のアレクサンドラと結婚しようとしていると執拗に中傷したか
らである。去りゆくカールに次のように述べるアレクサンドラの言葉の中に、彼女の「哀れ」が感
じられる。
“Yes," she･said,“if he〔John　Bergson〕could have seen　allthat would come of
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the task he gave me, he would have been sorry. I hope he does not see me now.
l hope that he is among the 01d people　of his blood and country, and that tidings
do not reach him from the New World.”(183)
開拓者として成功しながらも、今度はその成功故にアレクサンドラは女としての幸せを得ることは
出来なかったのである。失意の彼女にとって、もはやエミールとマリーしか残されてはいなかっ
た。
　アレクサンドラのもう一つの･「哀れ」とは、このエミールとマリーでさえ彼女から無惨に奪われ
てしまったということである。というのは、彼女は豊かな想像力にもかかわらずエミールとマリー
の秘められた恋に全く気付かず、その結果、彼等は二人とも殺されてしまうという悲劇を迎えたか
らである。すでに見たように、アレクサンドラは「物についての観念」を享受する力､“far-seeing"
という想像力に恵まれてはいたが、ただそれは、彼女が開拓者としてのみ生きざるを得なかったが
故に、人間ではなく大地にばかり向けられていた。そのことは次のように述べられている。
　If Alexandra had had much imagination she might have guessed what was going
on in Marie's mind. and she would have seen long　before what was going on in
Emil's:　But that, as Emil　himself had more than once reflected, was　Alexandra゛S
blind side, and her life had not been of the kind to sharpen her vision. Her train-
ing had allbeen toward the end of making her proficientin what she had undertaken
to do.(203)　　　　　　　　　　　　　　●ヽ
　アレクサンドラの眼が“those clear、deliberateeyes、that saw so far in some directions and
were so blind in others”(175)と述べられているのは、彼女の想像力の一方的な偏りをはっき
りと示していると言えよう。彼女は「大変な時代」に成長して想像力か大地に対してのみ向けられ
ていたために、“something one feltin the air”（305）という人の心の中の恋には全く盲目であっ
た。そしてそのために辺境の大地とともに、彼女の生き甲斐であったエミールと良き相談相手であ
ったマリーを一瞬にして失ってしまう悲劇的な結果となったのである。“‘If you had any eyes、
you would see that she is very fond of him." " (154)とエミールに語るマリーの言葉に明らか
なように、何よりも女として生きたマリーが、アレクサンドラのカールに寄せる思いをいち早く見
抜いていたということを考える時、アレクサンドラの「哀れ」が一層はっきりと理解出来る。厳し
い辺境の開拓を描いたこの小説で主人公が女性であることは、大きな意味を持っている。なぜな
ら、女性こそが開拓者の人生の「哀れ」を一層深く、哀しく表現することか出来るからである。
｀　カールと幸せになろうとして果たせなかったアレクサンドラ。その彼女にとって唯しｰの生き甲斐
であったエミールとただ一人｀め良き隣人であったマリー。しかし、この二人も無惨に彼女から奪わ
れた。大地の姿を＜死＞から＜生＞へと変えた強いアレクサツドラであったか、皮肉なことにやが
て彼女自身が＜生＞から＜死＞を意識するようになったのである。
　　She　began　to wonder whether　she would　not do better　to　finish　herlife alone｡
　　What was leftof lifeseemed unimportant. （286）
　英雄叙事詩の世界では「入間である英雄達は、常に死の影のもとに闘っている」(60)。とするな
ら、アレクサンドラという叙事詩的な英雄(61)の人生か＜死＞と連関するものではあっても、それ
は取り立てて不思議なことではないであろう。では次に、アレクサンドラの幻想（夢）を分析する
ことによって、彼女の深層意識もまた＜死＞と結びついていたということを示してみたい。
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　アレクサンドラは少女時代から、疲れた時によく一つの幻想に取りつかれてきたが、それは次の
ように述ぺられている。
Sometimes, as　she lay thus　lｕχuriouslyidle, her　eyes　Ｃ!osed, she used to have
an illusion of being lifted　up bodily and carried lightly　by some one very strong.
It was ａ man, certainly, who carried her, but he was like no man　she knew;　he
was much larger　and stronger　and swifter, and he　carried her as easily as if she
were ａ sheaf of wheat. She never saw him, but, with eyes closed, she could feel
that he was yellow like the sunlight, and there was the smell of ripe cornfields about
him. She could feel him approach, bend over her and lift her, and then she could
feel herself being carried swiftly off across the fields. (206)
幻想から受ける印象は、まず第一に性的である。それ故√アレクサンドラはこうした幻想を抱く度
に、いつもその輝く白い身体に冷たい井戸水を何杯もかけて自らを罰したのである。「夢象徴の明
らかな原因は、抑圧と願望充足にある」(62)。とするなら、幻想の性的要素の中に一一表層意識はと
もかく深層意識の中でーカールを愛し結ばれることを願いながらも、ひたすら辺境に留まり開拓
者として生きるために女であることを「抑圧」してきたアレクサンドラの「願望充足」を見ること
が出来ると言えるかもしれない。しかし、この幻想の意味するところは､そうした性的要素どher-
self being carried swiftly off across the fields”という内容に象徴されるように、厳しい辺境の
地から逃れたいという願望の充足だけなのであろうか。そうではないのだ。幻想は、後にアレクサ
ンドラがdream”（308）と呼んでいるように、彼女の深層意識の現われであり、･もっと深い意味
を象徴しているのである。では一体、「誰か大変逞しい男」とは誰であり、また彼は彼女をどこへ
連れてゆこうとしているのか。小説の後半で失意のアレクサンドラは、“She knew at last for
whom it was she　had　waited、 and where he would carry her.” (283)と心の中でつぷやく
が、この“whom”どwhere"については、私の知るかぎりでは、まだ私達を説得させるに十分
な解釈はなされてはいない。私は、ここで、ギリシア神話の観点からこの“whom”どwhere”に
ついて考えてみたい。
　エミールか殺されてから三ヶ月後、アレクサンドラは彼の墓で冷たい雨に打たれながら、象徴的
な死を体験する(63)。それは彼女の“‘lt〔the rain〕carries you back into the dark、 before you
were born…' " (281)という言葉に明らかである。　この体験の後でアレクサンドラの抱いた幻
想は、その原因ど内容が一層具体的に述べられている。次の文章を見てみよう。
　As she lay with　her　eyes　closed, she　had　again, more　vividly　than for many
years, the old illusion of her girlhood, of being lifted and carried lightly by some
one very strong. He was with her　a long　while　this time, and carried　her very
far, and in his arms she felt free from pain. When he laid her down on her bed
again, she opened her eyes, and, for the first time　in her life, she saw him, saw
him clearly, though the room was dark, and his face was covered. He was standing
in the doorway of her room. His white　cloak　was thrown　over his face, and his
head was bent a little forward, His shoulders seemed as strong as the foundations
of the world. His right arm, bared from　the elbow, was dark and gleaming, like
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bronze, and she knew at once that it was the arm of the mightiest of a11lovers. (282
-283)
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　最初に、幻想の原因について考えてみたい。アレクサンドラが幻想に取りつかれるのは、彼女が
　「生きることに疲れ切って、疼き重苦しい自分自身の肉体からもう解放されたいと願う」時である
と説明されている。ここに、彼女の死の願望が幻想の原因となっているのを読み取ることか出来
る。
　次に、幻想の内容は「身体のまわりに熟れたとうもろこし畑のにおいがする」「誰か大変逞しい
男」か、アレクサンドラを軽々と抱きかかえて素早く開拓地を横切って去ってゆくというものであ
るが、ここにデメテルの娘ペルセポネを地下の黄泉の国へと奪い去ってゆく死神ハデスの姿を見る
ことが出来るのである。「誰か大変逞しい男」がハデスを意味すればこそ、経帷子を連想させる
“His white cloak”とがHis shoulders seemed as strong as the foundations of the world."と
描写されているのだ。「彼の身体のまわりには熟れたとうもろこし畑のにおいがした」と述べられ
ているのは、ハデスが死神であると同時に大地の精でもあるということを考えれば、無理なく納得
出来よう。ノヽデスは種子を抱いて生命を与える地下の大地を象徴するものであるが故に、種子を象
徴するペルセポネの夫なのであり、「熟れたとうもろこし畑」と連関する地表の豊饒の女神デメテ
ルの娘婿となっているのである。
　　「誰か大変逞しい男」は、アレクサンドラが「強さ」の段階にある時はペルセポネの夫という性
的な＜生＞の姿を取ってはいたが、しかし彼女が「哀れ」の段階に陥った時に、死神という自らの
本性を現わしたのである。それは、第一の幻想でぱyellow like the sunlight”と述べられた身体
の色が、第二の幻想ではf‘dark and gleaming、 like bronze”と閤の色に変わっていることからも
明らかである。
　　「誰か大変逞しい男」かハデスであるとわかった時ce4)、彼がアレクサンドラをどこへ運び去っ
てゆこうとしているかは問うまでもなかろう。それは、地下の黄泉の国なのだ。だからこそ、死に
たいと願うアレクサンドラは彼の腕の中で“all her bodily weariness" (207)から、“pain”(282)
から解放されるのを感じたのである。誠1と、深層意識の中で死を願うアレクサンドラの願望が、ハ
デスの逞しい腕によって軽々と抱き上げられ、黄泉の国へと運ばれてゆくという幻想の中で充足さ
れていると言えよう。
　ごの幻想は少女時代から40歳を過ぎる迄続いてきたが、彼女がカールと婚約を決めた時に終る。
このことは、下に述べる二つのことを示している。まず最初に、彼女がこの幻想を開拓期の少女時
代から抱き続けたということは、辺境の開拓が彼女の深層意識の中で死を願望させるほど厳しいも
のであったということを示している。彼女はまさにギリシアの英雄達のように、「常に死の影のも
とに闘い」ながら英雄的事業を成し遂げたのである。次に、この幻想がヵ－ルとの婚約でもって終
るということは、裏を返せば、アレクサンドラが女であることを殺し続けてきた「抑圧」とその結
果としての「哀れ」が、見過ごすことの出来ないほど大きいものであったということである。では
次に、これ迄見てきたアレクサンドラの「哀れ」は、作品の中でどういう意味を持つのかという点
について考えてみたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９）
　「エミールとマリーの物語」とそれと関連する幻想め分析から、アレクサンドラの「哀れ」は意
識の上でもまた意識下でも、＜死＞と連関するほど深いものであることか明らかとなった。という
ことは、開拓者として生きてきたアレクサンドラの人生は結局のところ惨めな敗北であり、彼女の
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　「哀れ」を浮き彫りにしている「エミールとマリーの物語」は、そうした敗北、惨めさを描くため
に意図的に挿入されたものなのか。そうではないことは、１章で言及したキャザーの執筆動機や彼
女の人生観、加えてこの作品の持つ叙事詩的性格からも明らかである。
　アレクサンドラの「哀れ」とは、まず何よりも彼女の成し遂げた辺境の開拓がいかに大変であっ
たかを示し、それを気高いまでに高める働きをするものなめでﾌある。影が光を際立たせるように、
アレクサンドラの「哀れ」が深ければ深いほど、彼女の成し遂げた働きとそこで示した「強さ」は、
ますますヒロイックな輝きを増してくる。「哀れ」があるからこそ、「強さ」ぱadmiration”（65）
の対象にまで高められるのである。
　　「哀れ」は、たとえて言えば、甘みに於ける塩である。砂糖だけでは十分な甘みを得ることは出
来ない。甘い砂糖に辛い塩を加えて初めて、本当の甘みが生み出されてくるのである。 Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒs!
の中でアレクサンドラの「哀れ」を多面的、かつくっきりと浮き彫りにしている「エミールとマリ
ーの物語」こそ、まさにこの塩の働きをしている。この物語があるからこそ、「アレクサンドラの
物語」は悲劇的深みを与えられ、作品全体は叙事詩的作品として高められているのである(66)。だ
から、「アレクサンドラの物語」と「エミールとマリーの物語」を結びつけたことを「想像しうる
かぎり最も思かな試み」と言うキャザーではなく、これらを「強力な反応を生み出す二つの化学薬
品」にたとえるウッドレスの意見が正しいと言わざるをえない。
　ここで、アレクサンドラと大地の関係をふり返ってみると、彼女の人生は一一幻想分析で見たよ
うに＜死＞を内包しながらもー･一一＜生＞に満ちあふれた開拓者め「強さ」から、＜死＞を願うほど
の女の「哀れ」へと展開し、一方大地は＜死＞から＜生＞へとその姿を変えたが、これら両者は次
に’どう進むのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(10)
　エミールの死後、“Henceforth the world will only be/A wider prison-house to ｍｅ､-" (298)
というバイロンの詩を哀しくかみしめ、「誰か大変逞しい男」の正体が何であり、また彼か彼女を
どこへ連れてゆこうとしているのかわかっても、“That、she told herself、was very well.”（283）
と自らを死神に委ねたアレクサンドラであった。　とするなら、“disaster comes when an idea
becomes an actuality.”(67)というトリリングの意見は、豊かな田園という「観念」を実現させな
がら、その代償としての「哀れ」故に死を思うアレクサンドラには当てはまるものかもしれない。
しかし、彼女の人生はここで終ってはいない。 “black clothes”（300）を“white dress”（300）に
着替えるアレクサンドラに象徴されるように、その人生は最後に＜死＞を克服した段階へと向かう
のである。
　エミールの死を知り、急痙アラスカの辺境よりカールか駆けつけてくる。そして40歳を過ぎてや
っとアレクサンドラはカールと結ばれる（68）。　そのカールに向かって、彼女は自分に取りついてき
た死を願望する夢が終ったことを告げる。次の文章を見てみよう。
　“l had a dream before l went to Lincoln―But l will tellyou about that afterward,
after　we are　married. It　will　never　come　true, now, in　the　way　l thought　it
might.”（308）
ここに、大地に対しても自らの人生に於いても常に死の影との闘いの中で生きてきたアレクサンド
ラの、＜死＞を乗り越えた姿を見ることか出来よう。「哀れ」の重さの中で、「生きることへの嫌
悪感が重く心にのしかかっていた〔“A disgust of life‘weighed upon her heart”（298）〕」アレ
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クサンドラではあったが、“dreamers on the frontier”（301）の一人として未来を夢見るカールの
眼と出会い彼と結ばれる喜びの中で、彼女の眼は現在との密着から解放されて再び未来へと向けら
れる。このことについてもう少し具体的に見てみよう。
　カールはMy At心?αのジムとアントニーアのように、辺境開拓期の記憶をアレクサンドラと
ともに共有している。共有しているからこそ、彼女を人一倍理解している。このカールが強いアレ
クサンドラと結ばれるには相応しくない弱い男であり、丁敗北者」(69)とみる見方が一般的ではある
が、そうとばかりも言えないであろう。青年時代のカールは、まず何よりも時代の犠牲者であった
ということを見落としてはならないのである。それは、次のように示されている。
“there's nothing t０look forward to in my profession. Wood-engraving is the only
thing I care about, and that had gone out beforeｌ began. Everything's cheap meta】
work nowadays, touching up miserable photographs, forcing up poor drawings, and
spoiling good ones.”(121-122)
　アレクサンドラと婚約する一年前、‘¨Ｔｏ take what you would give ｍｅ、I should have to be
either ａ very large man or ａ very small ０ｎｅ、and ｌ　am only in the middle class." " (182)
と述べて彼女のもとを去ったカールではあったか、今や“‘We haven't turned up millions ｙｅt、
but we've got a start that's worth followingヅ' C302)と言える男に成長している。カールはー－
アレクサンドラとくらべるとスケールの小さいものであれ一辺境こそが生きるに相応しい「辺境
で夢みる人」の一人となっているのである。　キャザーは、そうした力ご一一ﾙを次のように述べてい
る。
He looked less like a‘tired scholar than when he went away ａ year ago, but no one,
even now, would have taken　him for ａ man　of business. His soft, lustrous black
eyes, his　whimsical　smile, would　be　less　against　him in the　Klondike than　on
the Divide. There are always dreamers on the frontier.(300-301)
　少女時代のカールは、“the sombre eyes of the boｙ、who seemed already to be looking into
theｐａＳt’訓と述べられているように、その眼は過去に向けられていた。しかし、今やそれは、“the
eyes of the gir】、who seemed to be looking with such anguished perplexity into the future"
叫という開拓期のアレクサンドラの眼と同じように、未来に向けられている。「哀れ」の重さで死
を思うほど現在に、「物そのもの」に失望していたアレクサンドラではあったか、この未来に向け
られたカールの眼に出会い彼と婚約する喜びの中で、彼女の眼は再び「物そのもの」よりも「物に
ついての観念」を享受出来るふくらみを持った本来の姿を取り戻してくる。だからこそ、彼女は人
間と大地の関係について次のように述べるのである。
We come and ｇ０，but the land is always here. And the people who love it and
understand it are the people who own it―for a littlewhile.（308）
　ここには、人間と大地の関係について、二つの見方か述べられている。一つは、大地を愛し、理
解し、大地に生きることは、人間にとって価値のあるものであるという見方であり、後の一つは、
大地は悠久であるに対して入閣は有限であるという見方である。第一の見方から考えてみよう。
　かつてアレクサンドラは大地の第一段階で、“‘We must have faith in the high land、
Emil.' "(64)と大地を肯定的に捉えながら、「観念」が現実となった第二段階で、“'I'd rather have
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had your freedom than my landグ'(122)とカールに語る言葉に明らかなように、大地に対して
否定的態度を取るに至っ､た。しかし、ふくらみをもった眼で再び大地を見つめた時、大地は人間の
「愛」と「理解」に応えて、「大きな平和と自由」を与えてくれるものであることをアレクサンド
ラは認識したのである。それ故、今は同じカールに語りながら、前とは全く対照的な“‘There is
great peace here、Carl、and freedomプ”（307）という言葉を喜びに満ちて言うことか出来るので
ある。次に、大地（自然）の悠久性と人間の有限性という第二の見方について考えてみよう。
　自然が悠久であるに対して人間が有限であるという見方は、･中国の詩人柱甫（7o）や日本の自然観
を連想させるけれども、アレクサンドラの場合はそうではない。それは徳富蘆花のように大河を前
にして、「無限のスベースを流れ流れて限りなく流れ行く時の流れ」(71)を想い、「自然の懐に抱かれ
て、限りある人生を哀しみ、限りなき永遠を慕ふ」(72)ものとは明らかに違っている。「私達は来て
はまた去ってゆきます。しかし、大地はいつもここにあるのです」というアレクサンドラの言葉
は、有限を哀しみ、永遠を慕う東洋的な響きを持ってはいない。そこには人間の有限性に対する哀
しみよりも、「常にここに存在する大地」への揺るぎない信頼を感ずることが出来る。なぜなので
あろうか。それに答えることが、大地の第三段階を明らかにすることになる。では大地の第三段
階、すなわち「観念」から「物そのもの」となった豊かな大地の未来の姿とは一体何なのであろう
か。次の文章を見てみよう（それはまたこの小説の最後の言葉でもある）。
Fortunate country, that is one day to receive hearts like　Alexandra's into its
bosom, to give them　out again　in the　yellow wheat, in the　rustling corn, in the
shining eyes of youth! （309）
　ウッドレスは、ここにぱtranscendental echoes”<73)とともに、この小説のタイトルかとられて
いるホイットマンの　ＬｅａｔieｓｏｆＧｒａｓsのテーマの一つである“life everlasting”C74)があることを
指摘している。大地は開拓者アレクサンドラの「ヒロイズムと勇気と力」を通して、＜死＞から
＜生＞へと180度その姿を変えたか、最後に、燃え尽きて懐に落ちる種子を抱いて再び生命を与え
るがごとく、いつの日か、自らの姿を変えた英雄的な開拓者アレクサンドラをその胸に抱いて、彼
女の精神を今再び自然の中に、「若人の輝＜瞳」の中に送り出す＜再生＞の姿となって完結するの
である。大地の第三段階は、＜再生＞の段階と言える。
　ここで、人間と大地に於ける＜生＞と＜死＞の連関をふり返って考えると、大地は第一段階では
冥界の王として生命あるものを寄せつけず、彼等を地表から地下の死の国へと引きずり込む下降線
Ｃイメージから、第二段階ではペルセポネの夫として種子に生命を与えて地下から地表へと人間の
ために豊かな穀物を産み出す上昇線のイメージヘとその力の方向を一変させた。しかし、第三段階
に至って初めて、大地は冥界の王にしてペルセポネの夫たるに相応しく生命あるものを地表から地
下へ、そしてそこから再び地表へ再生させるという循環のイメージとなったのである。この段階に
至って長＜続いてきたアレクサンドラの＜死＞との絡み合いは、ついに終ったのだ。死神の幻想の
終了は、このことを象徴的に示している。
　小説はすでに指摘したように、大きく言って「アレクサンドラの物語」と「エミールとマリーの
物語」の二つから構成されているか、前者は更に「彼女の辺境開拓物語」と「彼女とカールとの婚
約物語」の二つに分けることが出来よう(75)。　そしてこれら三つの物語か、ギリシア英雄悲劇の一
つの構成をとって「強さ」から「哀れ」を経て、「ノヽツピイ・エンド」へと展開してゆくヒロイン
の人生を描いているのである(76)。
　今迄述べてきたことをまとめてみると、アレクサンドラの人生は＜生＞から＜死＞をくぐりぬけ
て＜再生＞へと至り、一方大地は＜死＞から＜生＞を経て＜再生＞へと展開したと言える。そし
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て、これら両者の＜生＞と＜死＞、＜再生＞という交錯的かつ循環的な連関の中で生まれてくる
　「辺境（自然）の美」と「開拓者のヒロイズムと勇気と力」が、この国家創造を称える作品の中心
をなしているのである。「古典の世界を新大陸に再生しようと意図した」(77)牛ヤザーは、Ｏ」）z゛ａ-
ｎｅｅｒs！に於いて自然（新大陸の辺境の大地）と人間（旧大陸からきた開拓者）との闘いという古典
的テーマでアメリカの一つの叙事詩を作りあげたと言えよう。
　“classicist""^)であったキャザーとミューズの神々を彼女の国（広大な空と大地、その間に生き
る人間〔開拓者〕以外芸術も歴史も存在しなかったネブラスカの辺境の地）へと連れてきたいとい
う彼女の願いを考えるならば、キャザーの最初の大作がその背後にギリシア、ローマの古典神話
（文学）のイメージを色濃く漂わせているのは、何も不思議なことではなかろう。
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(１)ヴィラ・キャザーの生年については, 1873年, 1874年, 1875年, 1876年と諸説かあったか，今ではブラ.ウ
　　ンの突き止めた1873年が正しいものとされている．しかし，現在ですら彼女の生年を断定的に1873年として
　　いない書物か時々見うけられる故に，ブラウンとベネットの解説を参考までに下記に紹介しておきたい．
　　　　1) "During the　187O's births in Frederick County were reported by the tax collectoi:S.
　　Roscoe Boak Cather, Willa Cather's brother, is registered with the birth date of June ?4，
　　1877. E. K. Brown confirmed by ａ search of the records that Willa Cather's name does not
　　appear.　In many current works of reference the birth date is given as December 6, 1876,
　　ａ date incompatible with the registered date of her brother゛s birth. Brown was told that Miss
　　Cather began to give 1876･as the year of her birth when she was on the staff of McClu?s
　　Ｍａｇａｚｉｎｅand that she did so because S. S. McClure advised her to subtract two or three
　　years from her age.　叩加'5叩加from 1909 t0 1919 gives Miss Cather's birth year as 1875
　　and from 1920 to her death as 1876. Brown was able finally to determine the date from ａ
　　letter written by WiUa Cather's father to his brother, George Ｐ. Cather, in Nebraska. It is
　　dated January 22, 1874.‘Jennie and ｌ were at town today ... the first time she has been
　　ｏｕt･‥.　We left the baby at home with its Grandma; sKe said it did not cry once while we
　　were gone. She grows very fast, and is just as good as she is pretty. She is not ０１ｄenough　，..
　　yet to have that picture taken. We call her 'Willie' after our little sister.' There is extant　｀‘
　　also ａ letter to George Ｐ. Cather of February 1，1874 from ａ former schoolmate ih Back Creek,
　　who writes:‘Charley and Jennie are getting along splendid. Charley don't get to Church ti!1
　　it is half out on account of having to rock the babe to sleep― thatﾀS the way of the world.'
　　This confirms the birth year as 1873,"from E. K. Brown,Willa Calheｒ: Ａ ＣｒiticalＢt･ｏｇｒａt＞Kｖ
　　(New York: Alfred Ａ. Knopf, 1970), p. 17.
　　　　2)“Charles and Virginia were married at widow Boak's home in December, 1872, and
　　according to ａ letter from Charles to his brother George in Nebraska, Willa was born or
　　December 7, 1873- Considerable conjecture has arisen on this point: the University of
　　Nebraska records give her birth date as　1874, while the epitaph on her tomb in East
　　Jaffrey, New Hampshire, gives the date as 1876, " from Mildred Ｒ. Bennett, The World
　　げＷz･１１ａＣａtYiRｒ(Lincoln: University of Nebraska Press, 1975), p. 9.
(2) David Stouk,ＷｉｌｌａＧａtheｒ’ｓｌｍａがＴｉａtｔIon(Lincoln: University of Nebraska Press, 1975), p. 7.
(3)Ｌｏｃ. cii.
(4) Willa Cathe;て,　Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒs!(Boston:Houghton Mifflin, 1940, p. 83.
　　以下，本稿に於けるこの作品からの引用はすべて，引用文の後に頁数を入れた(　)の形で示すものとす
　る．
(5) Mildred Ｒ. Bennett, ol>. cii･，p.　139.
(6) E. K. Brown, op. cit･. p. 3･
(7) Willa Cather, Ｕ４‘llaCαZ陥ｒ。,丿･＼/rU函g (New York: Alfred Ａ. Knopf, 1953), p. 93.
(8) Ibid., p. 94.
(9)Jhid.,pp.94-95.
㈲　乃旧., p. 93.
剛　Elizabeth Shepley Ｓｅrｇｅａｎt.，WillaCalheｒ ａ Ｍｅｍｏｉｒ(Lincoln: University of Nebraska Press,
　1967), p. 92.
叫乃?., p. 93.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j'
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吋Cf.“lt is a common error to think of this story and the 1913 novel Ｏ Ｐｆ。。。rs! as Wi】la Cather's
　first use of what she later called her own subject matter. Nearly half of her short stories between
　1892 and 1912 are set in Nebraska,”from Bernice Slote (ed.), ＼Vi･lla Calheｒ: Ａ Ｐｉｃtｏｒial　Ｍ。101･ｒ
　【Linco】ｎ: University of Nebraska Press, 1973), p. 50'.
佃　Cf. 1)“Miss Cather's international success, after the publication ｏt 　Ｏ　Ｐｉｏｎｅｅｒs!, was assured,”
　from Mildred Ｒ. Bennett, 砂。砲･, p. 202.　2）“Ａ painter or writer must learn to distinguish what
　is his りwn from what he admires. ｌ never abandoned trying to compromise between the kind of
　matter which my experience had given me, and the kind of writing l admired, until l began my
　second novel, O Ｐｉｏ。ｅｒｓ!｡”　5ｔｏｍ Louise BoganバAmerican-Classic” in 県･ｌｌａ Ｃａtlieｒ ａｎｄ Ｈｅｒ Ｃｒiticｓ,
　ed. James Schroeter (Ithaca: Cornell University Press, 1976), p. 130.
帥　上田勣，大橋健三郎，増田義郎編『20世紀英米文学ハンドブック』（東京:南雲堂, 1969),「ヴィラ・
　キャザーJ p. 330.
叫　Mildred Ｒ. Bennett, op。砲･, p. 200.
吻　Willa Cather, Willa Calh。ｒ。,zＵを硝‘。g p. 92.
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　(Boston: Houghton Mifflin, I960), p. 99.
哨　Loc. cil。
匈　Cf.“Soon after the book was published l went for six months to Arizona and New Mexico. The
　longer I stayed in ａ cour!try l really did care about, and among people who were ａ pan of the
　country, the more unnecessary and superficial a book like Aleｘａｎｄｅｒ'ｓ Ｂｒｉｄｇｅ ｓｅｅmed to me. l did
　no writing down there, but l recovered from the conventional editorial point of view, " from Willa
　Cather,“My First Novels 〔There Were Ｔｗｏ〕”in Ｗ･゜lla Caμl。ｒ。7z Writ加g, p. 92.
如　Edith Lew＼ｓ, 　Willa Ｇａtheｒ Living【Linco】ｎ: Ｕｎｉヽ･ersity of Nebraska Press, 1976), pp. 66-67.
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凶　Ｃｆ．佐藤宏子『キャザー　美の祭司』（冬樹社, 1977), pp.82-84.
帥　Cf.“The world broke in two in 1922 0r thereabouts..｡，”from prefatory of Ｎｏt Ｕｎｄｅｒ Ｆｏｒり，
勁　James χVoodress, り戸.cil.,p. 108.
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呻　David Stouk, ｏｐ. cil., 　Dp.23-24.
剛　高津春繁，斉藤忍随『ギリシア　ローマ　古典文学案内』（岩波文庫, 1975), p.34･
帥　Ｃr.“The strength of the book lay in its theme―the breaking of the soil―and in Willa's sensitive
　portrayal of it. In the character of Alexandra she painted not just a strong pioneer type. but ａ
　woman with austerity and strength comparable to that of the land she tamed.Ｔｈｅｒｅ ｔりｅｒｅｂｏth
　heｒoisｍ ａｎｄ　ｐａtｈｏｉ ｉｎ thiｓ ｃｈａｒａｃtｅｒ. She was ａ large woman, both　in physique and spirit, and
　her spirit became the spirit of the book (italics mine), " from Marion Marsh Brown and Ruth
　Crone, Willa Ｃａt heｒ.･Ｔｈｅ ＶＪｏｍａｎ ａれｄ Ｈｅｒ Ｗｏｒfeｓ(New York: Charles Scribner's Sons, 1970),
　p. 60.
帥　Lionel Trilling, op. cit., p. 149.
㈲　David Stouk, op. cit., p. 29.
帥　T. K. Whipple,“Willa Cather” in Ｗz7だz Cather and HeΓＣΓμ必s, p. 49.
倒　E. K. Brown, opヽClt･, p. 318. Cf.“For Willa Cather the struggle was always more interesting
　than the achievement,”from James Woodress, 卵｡?･，p. 158.
匈　Cf.“Willa Cather often stated that one of her deepest interests was the life of the foreign
　immigrant in America, and it is no secret that it was the struggle for adjustment of these people
　in their new country that formed the basis for all her most significant and enduring work,”from
　Mildred Ｒ. Bennett,ｏｐ.　cil｡９. 53.
闘　James Woodress, op. cU･, p. 43.
叫　乃?｡> pp. 42-43 ； Ｅ. K. Brown,り*. cii･, pp. 34-35 ； Donald Sutherland, “Willa Cather: The Classic
　ｖｏｉｃｅ,”　Ｔｈｅ Ａｒt of Willa Calheｒ, ed. Bern ice Slote and Virginia Faulkner (Lincoln: University
　of Nebraska Press, 1974), pp. 158-159.
帥　Willa Cather, AfンＡｎtｏｎｉ･a (Boston: Houghton Mifflin, 1918), p. 264.　Cf. Donald Sutherland,
　ゆ。砲･, p.158: “She 〔Cather〕is said to have been influenced by Virgil in particular, and l have
　no doubt she was
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Ibid.,p. 86.
乃?｡，ｐ.97.・
James Woodress, op. cit., p. 154.
Loc. ci‘Z.
小説の構成については下の1)と2)に紹介するように，二つの全く相反する評価がある。私は後者の立場に
立つ者であるか，カーバーの指摘では十分に論究されていないと思うので，それを具体的に解明してみた
い。
　　1）“The cold Swedish story she 〔Cather〕had written in the autumn of 1911, Alexandra's
　story, had entwined itselfwith the Bohemian story,‘The White Mulberry Tree,' and somehow
　she had on her hands ａtwo-part pastoral: the most foolishendeavor imaginable, she mourned, "
　from Elizabeth Shepley Sergeant, op. cit. p. 86.
　　2）“Nearly half of O R’。,z。。"/is devoted to showing what her achievement costs her. The
　book has been called‘split'by criticswho feel that it breaks midway and forgetsAlexandra for
　the tragic romance of Emil Bergson and Marie Shabata; but this splitis no more than ａ shift
　of emphasis: the thematic center of the story is unimpaired, " from PhilipＬ. Gerber, W,ぶα
　Ｃａtheｒ(Boston: Twayne Publishers, 1975), pp. 78-79-
　Willa Cather, My Ant回収p. 66.
　Cf.「コレー（ペルセポネ）すなわち娘である女神の性格は，要するに大地に播かれた種子である。彼女
は禾穀の神であるデーメーテールの分身として，大地に播かれその懐ろふかく蔵せられる。そして大地のも
つ隠秘な力によって芽生え萌し，日光と慈雨とによって実り，生活の糧を人類に与えるのである。地底にあ
るとギリシア人によって想像された冥界の主権者プルートーン（彼は「富を与える」大地の象徴でもある，
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